
の
利
用
割
合
は
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
必
要
に
応
じ
て
利
用
し
て
い
る

こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

②
そ
れ
ぞ
れ
３００
人
、
５１
人
、
６２
人
、

３１
人
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
２
事

業
は
国
の
制
度
改
正
に
よ
り
変
更
予

定
で
、
２
事
業
は
引
き
続
き
現
行
ど

お
り
実
施
予
定
で
あ
る
。

③
３９７
人
と
な
っ
て
い
る
。

斉
藤
　
進
議
員
（
フ
ォ
）

①
介
護

保
険
利
用
者
・
介
護
家
族
に
聞
き
取

り
調
査
を
し
、
実
態
を
解
明
し
問
題

解
決
の
糸
口
と
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

②
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機

状
況
と
推
移
は
。
今
後
の
推
計
は
。

③
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
建
設
の

動
き
は
。
そ
れ
に
よ
り
市
民
の
待
機

者
が
解
消
さ
れ
る
見
通
し
は
あ
る
か
。

市
長

①
調
査
方
法
の
一
つ
の
手
段

と
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
４
月
末
現
在
３９７
人
で
、
増
加
し

て
い
る
。
今
後
は
施
設
整
備
等
に
よ

る
変
化
を
見
き
わ
め
て
い
き
た
い
。

③
市
内
で
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
１

施
設
等
が
国
に
協
議
中
で
、
待
機
者

解
消
に
効
果
が
あ
る
と
期
待
さ
れ
る
。

斉
藤
　
進
議
員
（
フ
ォ
）

①
外
出

支
援
の
た
め
若
い
男
性
ヘ
ル
パ
ー
の

養
成
等
を
行
政
で
支
援
で
き
な
い
か
。

②
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
す
な
ど
外
出

に
身
体
介
護
が
必
要
と
思
わ
れ
る
人

で
も
家
事
援
助
と
判
断
さ
れ
て
し
ま

う
が
、
判
断
基
準
は
ど
こ
に
あ
る
か
。

③
家
族
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
供
給
す
る

か
を
検
証
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

④
点
字
等
障
害
の
別
に
応
じ
た
受

給
者
証
を
発
行
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

市
長

①
講
座
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
よ
り
、

訪
問
介
護
員
養
成
研
修
修
了
者
の
拡

大
に
努
め
て
い
き
た
い
。

③
都
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し

た
。
市
も
そ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
入

所
指
針
を
策
定
し
て
い
く
。

津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）

さ
わ
や

か
館
は
、
近
隣
の
高
齢
者
に
人
気
の

あ
る
施
設
と
聞
い
て
い
る
。

①
日
曜
日
も
開
館
で
き
な
い
か
。

②
安
全
で
簡
単
な
運
動
器
具
を
置

く
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

③
隣
接
の
十
一
小
と
の
交
流
を
発

展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

④
幼
児
・
児
童
の
設
備
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

市
長

①
施
設
の
管
理
業
務
の
状
況

か
ら
、
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

②
場
所
の
問
題
等
か
ら
難
し
い
。

③
自
主
的
に
交
流
の
輪
を
広
げ
て

い
く
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

④
必
要
に
応
じ
て
整
備
し
て
い
く
。

高
橋
三
男
議
員
（
フ
ォ
）

①
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
、
今
後
ど
の

よ
う
な
支
援
を
考
え
て
い
る
か
。

②
高
齢
者
が
働
く
こ
と
は
医
療
財

政
に
も
貢
献
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。
裏
づ
け
る
デ
ー
タ
は
な
い
か
。

③
小
平
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
が
市
か
ら
受
注
し
て
い
る
比
率
は

３８
・
７
％
だ
が
、
近
隣
市
の
状
況
は
。

④
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の

発
注
に
つ
い
て
、
職
員
体
制
の
あ
り

方
を
含
め
、
総
合
的
に
検
討
す
る
必

要
は
な
い
か
。

市
長

①
財
政
的
支
援
は
継
続
し
て

い
く
。
委
託
事
業
に
つ
い
て
も
、
積

極
的
に
お
願
い
し
て
い
く
。

②
医
療
費
軽
減
に
つ
な
が
る
と
認

識
し
て
い
る
が
、
デ
ー
タ
は
な
い
。

③
調
布
市
は
５３
・
５
％
、
国
分
寺

市
は
６５
・
１
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

④
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）

①
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
数
は
。

今
後
の
推
移
を
ど
う
予
測
す
る
か
。

②
待
機
者
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
く
ら
い
施
設
を
増
設
す
る

必
要
が
あ
る
か
。

③
入
所
希
望
者
は
客
観
的
に
優
先

順
位
を
決
め
て
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
都
や
市
の
対
応
は
。

市
長

①
３９７
人
で
、
早
期
入
所
が
必

要
な
人
は
１２０
人
程
度
と
見
て
い
る
。

増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
施
設
の
充
実

に
よ
る
変
化
を
見
き
わ
め
た
い
。

②
新
規
の
施
設
整
備
と
と
も
に
、

既
存
施
設
の
改
修
等
に
よ
る
充
実
を

図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）

①
予
防

接
種
の
費
用
負
担
の
状
況
は
。

②
市
民
が
、
他
市
の
指
定
外
の
医

療
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け
る
際
は

実
費
負
担
と
聞
く
が
、
長
期
入
院
時

等
の
場
合
、
負
担
軽
減
で
き
な
い
か
。

③
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
公
費
負
担
内
容
は
。
ま
た
、

児
童
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

に
公
費
負
担
は
で
き
な
い
か
。

市
長
　
①
予
防
接
種
法
に
定
め
る
も

の
は
、
高
齢
者
対
象
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
を
除
き
全
額
公
費
負
担
で
あ
る
。

②
近
隣
市
と
予
防
接
種
の
乗
り
入

れ
を
実
施
し
、
ま
た
市
民
が
他
市
に

住
む
場
合
は
、
そ
の
市
の
契
約
医
療

機
関
で
の
接
種
を
依
頼
し
て
い
る
。

③
接
種
費
用
４
千
５
百
円
の
う
ち
、

２
千
３
百
円
を
公
費
負
担
し
て
い
る
。

ま
た
児
童
は
、
予
防
接
種
法
の
接
種

対
象
者
で
な
い
た
め
、
任
意
の
接
種

と
し
て
自
己
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

常
松
大
介
議
員
（
緑
ネ
）

①
市
の

現
在
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
感
染
予
防
策
は
。

②
国
内
に
感
染
者
が
発
生
し
た
場

合
の
予
防
策
は
。

③
市
内
に
感
染
者
が
発
生
し
た
場

合
の
対
応
は
。

④
市
報
等
以
外
で
の
、
市
民
へ
の

周
知
徹
底
策
は
ど
う
か
。

市
長

①
感
染
の
疑
い
の
あ
る
患
者

か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
場
合
、

昭
和
病
院
を
紹
介
し
、
そ
こ
で
診
察

を
行
う
と
い
う
調
整
を
行
っ
た
。

②
正
確
な
情
報
を
わ
か
り
や
す
く

提
供
す
る
と
と
も
に
、
予
防
方
法
な

ど
の
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

③
患
者
は
一
類
感
染
症
指
定
病
院

に
入
院
す
る
こ
と
に
な
る
。
二
次
感

染
防
止
が
重
要
で
、
情
報
の
提
供
と

不
安
の
除
去
に
努
め
て
い
く
。

④
医
療
機
関
の
窓
口
に
、
記
事
の

掲
載
を
お
願
い
す
る
な
ど
、
一
層
の

周
知
を
し
て
い
く
。

※
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
と
は

重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
の
こ
と
。

自
の
救
済
施
策
を
創
設
で
き
な
い
か
。

③
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
利
用

状
況
は
。
改
善
で
き
な
い
か
。

市
長

①
病
院
の
経
営
状
況
が
厳
し

く
な
っ
た
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

②
在
宅
酸
素
療
法
の
保
険
点
数
は

下
が
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。
酸
素

購
入
費
の
助
成
制
度
等
が
あ
る
の
で
、

新
た
な
施
策
は
考
え
て
い
な
い
。

③
使
用
枚
数
は
約
７
万
５
千
枚
で
、

現
行
の
方
法
で
継
続
し
た
い
。

市
内
に
設
置
で
き
な
い
か
。

②
各
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
太

陽
光
熱
発
電
の
実
績
は
。

③
小
・
中
学
校
に
環
境
教
育
の
一

環
と
し
て
、
風
力
・
太
陽
光
熱
併
用

の
発
電
装
置
を
設
置
で
き
な
い
か
。

④
小
平
市
ク
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
ー
構

想
を
掲
げ
、
政
策
と
し
て
推
進
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長

①
開
発
途
上
な
こ
と
か
ら
高

価
で
、
設
置
は
困
難
と
考
え
て
い
る
。

②
花
小
金
井
南
地
域
セ
ン
タ
ー
等

に
設
置
し
て
お
り
、
年
間
で
約
３
千

７
百
ｋ
Ｗ
ｈ
の
発
電
電
力
量
が
あ
る
。

教
育
長

③
研
究
課
題
と
し
た
い
。

市
長

④
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

市
長

特
集
号
は
、
３
月
策
定
の
ご

み
処
理
基
本
計
画
の
内
容
を
掲
載
し

た
も
の
で
、
こ
の
計
画
で
は
有
料
化

は
平
成
１５
年
度
か
ら
１７
年
度
の
間
に

実
施
と
し
て
お
り
、
現
在
研
究
中
で

あ
る
。
市
民
の
十
分
な
合
意
の
上
で

の
実
施
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
有

料
化
を
前
提
と
し
た
議
論
や
情
報
提

供
は
、
今
後
の
施
策
や
ご
み
の
減
量

動
向
等
を
見
き
わ
め
、
準
備
を
整
え

て
、
時
期
が
来
た
ら
示
し
た
い
。

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）

①
風
力
・

太
陽
光
熱
利
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
街

路
灯
を
小
平
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）

①
支

給
限
度
額
に
対
す
る
利
用
割
合
の
現

状
は
ど
う
か
。
全
体
に
低
い
と
思
う

が
、
そ
の
要
因
に
対
す
る
認
識
は
。

②
市
の
４
種
類
の
低
所
得
者
助
成

制
度
は
、
対
象
要
件
が
厳
し
過
ぎ
る

な
ど
不
十
分
と
考
え
る
が
、
利
用
の

現
状
は
。
ま
た
今
後
の
方
向
は
。

③
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
待

機
者
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長

①
全
体
で
４３
・
７
％
で
、
こ

②
行
動
障
害
等
の
た
め
移
動
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
時
に
常
時
手
が
離

せ
な
い
な
ど
の
場
合
、
身
体
介
護
単

価
を
適
用
し
て
い
る
。

③
厚
生
労
働
省
は
支
援
費
支
給
決

定
時
の
勘
案
事
項
の
一
つ
に
、
介
護

を
行
う
者
の
状
況
を
定
め
て
い
る
。

④
引
き
続
き
厚
生
労
働
省
が
示
し

て
い
る
様
式
を
使
用
し
て
い
き
た
い
。

華
表
　
暁
議
員
（
共
産
）

①
診
療

報
酬
改
定
に
よ
る
病
院
の
経
営
状
況

等
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

②
在
宅
酸
素
療
法
患
者
の
負
担
増

を
、
ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。
市
独

市
長
　
①
平
成
１７
年
度
ま
で
の
間
に

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

②
ご
み
の
排
出
抑
制
に
有
効
で
、

排
出
量
に
応
じ
た
公
平
性
が
図
ら
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

③
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

に
つ
な
が
る
が
、
直
ち
に
処
理
費
用

が
削
減
さ
れ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

④
手
数
料
負
担
に
よ
り
、
意
識
改

革
は
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

⑤
ご
み
の
減
少
、
資
源
物
収
集
量

の
増
加
等
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

⑥
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

⑦
今
ま
で
以
上
に
指
導
し
て
い
く
。

斎
藤
　
敦
議
員
（
フ
ォ
）

３
月
定

例
会
の
一
般
質
問
で
、
平
成
１７
年
度

ま
で
に
は
家
庭
ご
み
を
有
料
化
し
た

い
等
の
細
か
い
答
弁
が
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
４
月
５
日
の
市
報
リ

サ
イ
ク
ル
特
集
号
で
は
有
料
化
に
つ

い
て
具
体
的
な
記
述
が
な
か
っ
た
。

高
い
費
用
で
広
報
紙
を
出
し
な
が
ら
、

情
報
提
供
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
早

い
う
ち
に
意
見
や
議
論
の
投
げ
か
け

を
し
な
い
こ
と
に
理
由
が
あ
る
の
か
。

加
藤
俊
彦
議
員
（
公
明
）

①
家
庭

ご
み
有
料
化
の
時
期
は
。

②
有
料
化
の
導
入
や
、
市
民
負
担

の
公
平
性
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

③
ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
か
。
ま
た
、

ご
み
処
理
費
用
は
削
減
で
き
る
か
。

④
市
民
の
意
識
改
革
に
ど
う
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
か
。

⑤
有
料
化
し
た
近
隣
市
の
状
況
は
。

⑥
収
集
方
法
は
ど
う
す
る
の
か
。

⑦
徹
底
し
た
排
出
指
導
を
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

斎
藤
　
敦
議
員
（
フ
ォ
）

た
か
の

街
道
と
水
車
通
り
が
交
差
す
る
た
か

の
台
交
差
点
は
、
土
・
日
曜
日
や
夕

方
を
中
心
に
大
変
渋
滞
し
、
２００
㍍
余

り
南
の
た
か
の
台
駅
西
交
差
点
ま
で

車
列
が
つ
な
が
る
こ
と
も
珍
し
く
な

い
。
南
方
向
か
ら
の
青
信
号
時
間
を

長
く
し
て
、
渋
滞
を
緩
和
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
こ
れ
に
か
か
る
経
費
は
。

市
長

小
平
警
察
署
に
聞
い
た
と
こ

ろ
、
時
差
式
信
号
を
設
置
す
る
場
合
、

基
本
的
に
は
右
折
専
用
レ
ー
ン
を
設

置
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
水
車

通
り
は
幅
員
が
狭
く
、
現
状
で
は
専

用
レ
ー
ン
の
設
置
は
困
難
で
あ
り
、

時
差
式
信
号
は
難
し
い
と
の
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
経
費
は
お
お
む
ね
百
２０

万
円
と
の
こ
と
で
あ
る
。

原
　
邦
彦
議
員
（
公
明
）

①
鉄
道

事
業
者
に
対
し
て
、
北
口
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
お
り
た
先
の
階
段
に
、
手
す

り
の
設
置
を
要
請
で
き
な
い
か
。

②
多
摩
済
生
病
院
入
口
交
差
点
に

向
か
う
道
路
に
視
覚
障
害
者
誘
導
用

ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
で
き
な
い
か
。

③
市
道
第
Ｃ
―
１７
号
線
の
道
路
整

備
の
具
体
的
な
方
法
は
。
車
い
す
で

も
買
い
物
が
可
能
な
歩
道
に
な
る
か
。

④
多
摩
済
生
病
院
入
口
交
差
点
等

の
信
号
機
を
視
覚
障
害
者
用
に
変
更

で
き
な
い
か
。

市
長

①
設
置
に
向
け
て
社
内
で
調

整
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

②
歩
道
上
に
設
置
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
難
し
い
。

③
歩
道
の
段
差
等
を
改
善
す
る
も

の
で
、
拡
幅
は
困
難
だ
が
、
看
板
を

移
設
す
る
等
の
対
策
を
行
い
た
い
。

④
警
察
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

斉
藤
一
夫
議
員
（
政
和
）

現
在
、

氷
川
通
り
は
用
水
の
上
に
コ
ン
ク
リ

ー
ト
製
の
ふ
た
を
し
て
歩
道
と
し
て

使
用
し
て
い
る
が
、
耐
用
年
数
は
既

に
過
ぎ
て
お
り
、
一
部
は
補
修
し
て

あ
る
が
、
非
常
に
危
険
な
状
態
で
あ

る
。
ま
た
、
車
道
部
分
も
片
側
に
勾

配
し
て
お
り
、
雨
水
の
流
れ
が
悪
く
、

路
面
状
態
は
ひ
び
割
れ
が
多
く
、
こ

ち
ら
も
危
険
な
状
態
で
あ
る
。
道
路

整
備
が
早
期
に
実
現
さ
れ
、
安
全
化

が
図
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
が
市
の
考

え
は
。

市
長

こ
の
道
路
の
整
備
に
は
多
大

な
費
用
を
要
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
複
数
年
度
に
わ
た
り

実
施
す
る
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
今

年
度
に
は
、
市
民
に
意
見
を
聞
く
仕

組
み
を
つ
く
り
、
具
体
的
に
動
き
出

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

支

援

策

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
と

緊
急
度
優
先
入
所
制
度
の
実
施
を

さ
わ
や
か
館
の

有

効

利

用

介
護
保
険
制
度
を
利
用
者・

家
族
の
も
の
に
す
る
た
め
に

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
対
策
及
び

市
民
へ
の
対
策
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

予

防

接

種

始
ま
っ
た
支
援
費
制
度
を

利
用
者
主
体
と
す
る
た
め
に

緊
急
の
在
宅
酸
素
療
法
患
者
の

助
成
・
救
済
制
度
創
設
を

家
庭
ご
み
の
有
料
化
と

排

出

・

収

集

一
般
家
庭
ご
み
有
料
化
に
つ
い
て

い
つ
市
民
に
方
針
を
伝
え
る
の
か

安
心
し
て
利
用
で
き
る

介
護
保
険
へ
の
改
善
を

福

祉

福

祉

 
福

祉

 

環
境
・
上
下
水

環
境
・
上
下
水 

環
境
・
上
下
水 

医 療  
健 康  
医 療  
健 康  

道

路

道

路

 

道

路

 

【
医
療
・
健
康
】

〇
国
民
健
康
保
険
で
の
人
間
ド
ッ

ク
の
実
施
に
つ
い
て

〇
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
・
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
対
策
に
つ
い
て

【
公
共
施
設
】

〇
小
川
西
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
サ
ッ
カ

ー
用
フ
ェ
ン
ス
を

【
道
路
】

〇
緑
川
通
り
の
天
神
町
二
丁
目
の

交
差
点
へ
の
信
号
機
設
置
に
つ

い
て

掲
載
分
以
外
の

質

問

項

目

花小金井南地域センター・児童
館の太陽光発電システム

t

高
齢
者
館
「
さ
わ
や
か
館
」

一般質問

た
か
の
台
交
差
点
を

時
差
式
信
号
に
で
き
な
い
か

小
平
駅
付
近
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策

氷

川

通

り

の

道

路

整

備

小
平
市
ク
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
ー
構
想

※


